
補修・改修用タイル、セミオーダータイル .    

 

■タイルが破損してしまったが、同じタイルがない・・・ 

補修タイル、改修用タイルをおつくりします。 

タイルの釉薬・色を熟知したプロがつくる復元タイルです。 

 

■市販のタイルでは少し物足りない・・・ 

新規のセミオーダータイルの製造販売も致しますので是非ご相談ください。 

 

⇒施釉タイルの釉薬の色のことは、釉薬メーカーの当社にご相談ください。 

当社（＋他釉薬メーカー）が色を合わせ復元した、補修タイル、改修用タイルを販売致します。 

 

１ピース、１シートからでも対応いたします。 

（試作テスト回数が多めに必要な釉薬や特殊な釉薬・３０シート以下のご注文の場合など、提出サンプルが有料に

なる場合がございます） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

より既存タイルに近いものを復元する・・・ 

当社は、補修、改修用タイルの釉薬をタイル製造メーカーからの依頼でつくってきました。 

長年、釉薬の色を合わせ続けているため、釉面を見てどこの釉薬メーカー（同業者）がつくった釉薬で、どこの釉薬

メーカー（同業者）が得意とし、どこのタイルメーカーでつくられたタイルなのかがわかることが多くあります。 

当社では、この”タイルメーカー⇒釉薬メーカー”という流れを逆に”釉薬メーカー⇒タイルメーカー”にすることで、

釉薬の詳細なご説明を直接することもでき、タイルを復元するにあたって、その釉薬が得意な釉薬メーカー、型や

製造ラインの最も適したタイルメーカーを選出して依頼することが可能になりました。 

４５二丁平面や４５角平面などの標準的な形状でしたら、納期の短いタイルメーカーを選出して依頼することも可能

になります。 

 

復元タイル→→ 

既存タイル→→ 

（有）加藤化学工業所 



補修タイルを販売している業者はたくさんありますが、施釉タイルのほぼ１００％を釉薬メーカーが調色を請け負っ

ています。 

自社に釉薬の色や質感を合わせる知識や技術を持っているのは釉薬メーカーです。当社と各釉薬メーカーの職

人さん（その中でも有能な釉薬のエキスパート）と連携し、より既存タイルに近いものを復元いたします。 

補修タイルの色をあわせているのは、ほとんどがタイルの製造工場ではなく、商社でもなく、私ども釉薬メーカーな

のです。 

 

 

【一般的な補修タイルの商流】 

 

 

※タイル商社の提供する補修タイルは、100%がタイルメーカー・釉薬メーカーに委託であり、補修タイルの色をあわせ

ているのは、釉薬メーカーがほとんどである。しかし、タイルメーカー・釉薬メーカーに説明する際に誤差が生じるた

め、品質にムラが生じる場合がある。 

 

【当社が提供する補修タイルの商流（これまでにない新たなビジネスモデル）】 

 

 

※当社が直接ユーザー様から受注を受けることにより、釉薬の詳細な説明をすることができ、その復元するタイルを製

造するにあたって、その釉薬が得意な釉薬メーカー、型や製造ラインの最も適したタイルメーカーを選出して依頼する

ことが可能。 

 

 

＜納材までの流れ＞ 

■お見積り 

①必要数量と形状、サイズのわかる（できれば）画像をメール等でお送りください。 

再現、生産可能かどうかをまず判断いたします。 

②既存のタイルを１色につき、色の判断がしやすいもので１～３ピースを当社宛てにご送付ください。 

そのピースを見て、更に再現、生産可能できるかどうかを判断した上で、概算でのお見積りをさせていただきます。 

■ピースサンプルの提出 

２～４週間後、ピースサンプル（見本焼き）を提出いたします。（長期休業期間を除く） 

（特殊なものは除きますが、ΔEが AAA～A級許容差以内、グロス値が経時劣化の具合にもよりますがきれいな状態のも

のでしたら±３０％程度以内のもの） 

ピースサンプルは大きさ等にもよりますが２～５ピースづつ、１色につき１～２種程度、と正式なお見積りを提出いた

します。 

※１５シート～５７５シート（約５０㎡）までが同一価格となります。 

お客様
タイル商

社
タイルメ
ーカー

釉薬メーカ
ー（当社）

タイルメ
ーカー

タイル商
社

お客様

お客様 当社
タイルメーカ

ー 当社 お客様



※釉薬の難易度、型やサイズなどで価格が変動いたします。 

１５シート以上のご注文でしたらピースサンプル提出までは、無料（２色（計４点）まで）です。 

※サンプル提出の段階で、当社の設定する許容色差内（アベレージが AA級ΔE1.6以内 *特殊な場合を除く）*1に入っ

ているもので、再提出が必要な場合の再提出分とキャンセルの場合は釉薬 1色につき、（１色のタイルでも、２層施釉や

３層施釉の場合は釉薬は２色、３色になります）￥5,000～￥20,000程度の試作費用（調色代）がかかる場合がござい

ますのでご了承ください。 

※ピースではなくシートでのサンプルが必要な場合は別料金と なります。 

※無料でのサンプル提出は１現場につき２色（計４点）までとさせていただきます。 

※近い色や面状が出せない場合もございます。 

 

■生産、納材 

ピースサンプルとお見積りを確認・承認後、正式発注をお願いします。正式発注後、生産に入らさせていただきます。 

(手作業による提出サンプルと生産ラインでの商品の差を出来る限り小さくなるようにいたします。特殊なものは除きま

すが、承認ピースに対して生産品アベレージがΔEが AAA～AA級許容差以内、グロス値が±３０％以内のものをお渡し

できるよう努力いたします。提出サンプルと同様、生産品も当社の設定する許容色差内（アベレージが AA級ΔE1.6以

内 *特殊な場合を除く）*1 に入っているものの再生産については実費とさせていただきます。) 

 

納期は正式発注から１か月～１か月半程度になります。（長期休業期間を除く） 

※小ロット（１０シート以下）のものは、１～３週間程度で納材できます。（長期休業期間を除く） 

※受注状況によっては遅れることもございます。また、ご相談くだされば１か月よりはやくできる場合もございます。 

（特殊な面状のものですと、工場が限られてしまいますが、45角、45二丁の平面等の標準的な型でしたら、納期のはや

い工場をお探しして対応いたします） 

※紙張り、接着役物等も対応いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（お問い合わせは） 

郵便番号：５０７－０９０１ 岐阜県多治見市笠原町９９１－１３  

有限会社加藤化学工業所 

■連絡先：０５７２－４３－３６６２    ■ＦＡＸ：０５７２－４３－３９７７ 

■メール：kato-kagaku@tulip.ocn.ne.jp   ■ＨＰ ： http://kato-kagaku.jp 



・このようにして、日々、色を合わせています 

当社の「釉薬の色管理・調色」の手法は、色、光沢等の評価や補正を数値化・電子データ化し、品質の安定化を最重要

課題として製品供給を行っています。具体的には分光計、色差計、グロス計、そして職人の勘を駆使して、調色してい

きます。 

 

 

 

 

＜色＞ 

擬石（つぶつぶ）の入ったものや、釉薬斑点の加飾がされているものや、既存タイルのサンプルがある程度の大きさの

あるもの等は、計測点の径の広い分光計を使用して色差を測ります。プレーンなものや、既存タイルのサンプルが小さ

なかけらの場合は径の小さいハンドタイプの色差計を使用します。 

下の画像の場合は、真ん中のタイルが既存タイル（ターゲットサンプル）でテストナンバーNO.32はΔLabがそれぞれ

L=+0.7（少し明るい）、a=+0.8・b=0.1（少し赤～赤紫っぽい）ということがわかります。（←この数値でも充分似ていま

す）NO.31はΔLabがそれぞれ L=+0.1、a=-0.2、b=-0.1とターゲットサンプルと見分けがつかないほど似ているという

ことがわかります。 

 

 

 

＜ツヤ＞ 

グロス計を使用して、ツヤを計測します。下の画像はターゲットサンプルの数値が 18でテストピースが 22なので、テ

ストピースの方が少しツヤがあることがわかります。補修の場合は既存タイルの釉面が、経時劣化で酸化してしまって

ツヤがなくなっていることが多いので、あくまで参考程度に考えますので、この場合は合格ラインと考えます。 

 

 



 

見た目と、データを参考にし、上記程度のものができるまでテストをくりかえします。 

経時劣化や原料・擬石の有無、施釉条件、窯の条件等、不確定なものがたくさんあり、すべての条件をすべて整え、 

１００％を目指すと、１ピースあたりに、\1,000？\10,000？\100,000？のコストがかかってくる？？。（トライしてみ

たい気もしますが・・・） 

コストをかけない中で、限られた条件の中で、効率よく、より１００％に近いものをつくることが当社の技術です。 

 

 

＜人の目って曖昧？？＞ 

すぐ下の画像は水色のタイルを割って黄色とピンクの折り紙の上に置いて撮影したものです。 

じ～っと見ていると上下左右で違う色に見えませんか？でもこれはみんな同じタイルです。 

更にその下の画像は錯覚を起こしやすいようにつくってみました。向かって左の方が青く濃く見えます。これもやはり

左右とも同じ水色です。 

   

 

 

 



１・・そのまま撮影した画像 

２・・片方に角度をつけて撮影（左右で微妙に違って見えます） 

３・・片方の４辺を少し汚して撮影（左右で微妙に違って見えます） 

４・・３に枠越しに撮影 

１～４はすべて同じタイルです。 

向かって右の画像のグレーはＡＢとも同じ色ですが、Ａの方がうすく見えます。 

  

上記のものは、色だけのことです。色以外にも、ツヤ（反射）や釉面の微妙な結晶、タイルの形状等の状態も錯覚しや

すい要因になります。当社は目で見ただけの曖昧な主観に頼らず、さまざまなコア技術で数値化し総合的に、より本物

に近いものをつくりだすことを心がけています。 

 

 

 

■補修・改修用タイル調色事例 

画像上段が既存タイル、下段が復元タイル 

A         B 
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当社 HＰ「管理人の独

り言」より 

（お問い合わせは） 

郵便番号：５０７－０９０１ 岐阜県多治見市笠原町９９１－１３  

有限会社加藤化学工業所 

■連絡先：０５７２－４３－３６６２    ■ＦＡＸ：０５７２－４３－３９７７ 

■メール：kato-kagaku@tulip.ocn.ne.jp   ■ＨＰ ： http://kato-kagaku.jp 


